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令和６年度一般会計補正予算
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傍聴席から撮影した新議場傍聴席から撮影した新議場

　
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
３
日
〜
20
日
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
｛
令
和
６
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）｝」
な
ど
専
決
処
分
関
係
５
議

案
を
承
認
し
た
ほ
か
、「
令
和
６
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」
な
ど
６
議
案
、
あ
わ

せ
て
11
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
市
独
自
の
『
介
護
職
員
・
介
護
支
援
専

門
員
等
へ
の
処
遇
改
善
事
業
の
実
施
』
を
求
め
る

請
願
書
」
を
採
択
し
、議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
聴

覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用
へ
の
支
援
を
求

め
る
意
見
書
」
な
ど
４
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　やしお市議会だよりの発行に
あわせて、市の情報配信サービ
ス「やしお８４０メール」を配信して
います。
　やしお８４０メールは、パソコン
や携帯電話で受信できますが、
利用するには登録が必要です。
　市のホームページまたは左記
のコードよりアクセスしてご登録
ください。

やしお市議会だよりメール配信のお知らせ

はちよんまる

空メール画面になる
ので、何か一文字入
れて送信してください。

市民のうごき
令和6年（２０24年）7月１日現在

前月比
人口

男

女

世帯

……………………９３，３３１人 （+34）

……………………４８，３８１人 （+4）

……………………４４，９５０人 （+30）

…………………４６，７１０世帯（+31）



　新庁舎の開庁に合わせ、議場も新しくなりました。今後、皆さまに議場へ足を運んでいただきたく、
今回の議会だよりでは新議場をご紹介します。

２

令和6年（２０24年）8月

傍聴席は、入口をスロープとして、一般傍聴席４８席
のほか、車椅子等使用者席２席、子どもと一緒に傍聴
できる個室の親子傍聴席を設けました。また、傍聴席
入口近くに、多目的トイレがあります。

傍聴席

字幕付モニター 4階フロア案内図

傍聴席のモニター画面下部にはリアルタイムで文字
起こしされた字幕が表示されます。聞こえに不安があ
る方にも傍聴しやすい議会運営を目指しています。

一般傍聴席では、補聴器、人工内耳を使用されている方が、議場の音声をはっきり
聞くことができる装置、ヒアリングループを備えています。ヒアリングループ専用受
信機の貸し出しを行っておりますので、必要な方は傍聴受付時にお申し出ください。

ヒアリングループ専用受信機

新議場を紹介します！

©八潮市
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●市長提出議案処理結果一覧表

●議員提出議案処理結果一覧表

●請願の処理結果一覧表

※自民…自民クラブ、みらい…みらい会議８４０、公明…公明党、声は…声は力・維新・立憲・ファイトの会、共産…日本共産党、市民…市民と市政をつなぐ会
○は賛成、×は反対、欠は欠席、○などの後の数字は人数。

令和6年第2回定例会
※総文…総務文教、福環…福祉環境の略

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

総文

総文・福環

福環

総文

〃

総文・福環

総文

〃

福環

総文

付託省略

原案承認

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

原案同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

専決処分の承認を求めることについて｛令和６年度八潮市一般会計補正予算（第２号）｝

専決処分の承認を求めることについて｛令和６年度八潮市一般会計補正予算（第３号）｝

専決処分の承認を求めることについて（八潮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（八潮市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（八潮市都市計画税条例の一部を改正する条例）

令和６年度八潮市一般会計補正予算（第４号）

八潮市税条例の一部を改正する条例について

八潮市都市計画税条例の一部を改正する条例について

工事請負契約の締結について

八潮市公平委員会委員の選任について

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

自民 みらい公明声は共産市民

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

原案否決

〃

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書

建設業の担い手の処遇改善及び生産性向上の推進を求める意見書

物流業界の賃金水準向上の実現に向けた環境整備を求める意見書

消費者が安心して食品を選択できるための明確な表示を求める意見書

地方自治法の改正に反対する意見書

合意のない「共同親権」は認めない条文を明記し、個人の尊重に依拠した民法を求める意見書

議第4号議案

議第5号議案

議第6号議案

議第7号議案

議第8号議案

議第9号議案

自民みらい公明声は共産市民

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

福環 採択 ○ ○ ○ ○市独自の「介護職員・介護支援専門員等への処遇改善事業の実施」を求める請願書請願第5号

自民みらい公明声は共産市民

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

○３
欠１

×３
欠１

×３
欠１

○２
×1

○２
×1

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

○１
欠１

議案の処理結果

八潮市地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について



一般質問から

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
に
つ
い
て

街
区
表
示
板
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、６
月
17
日
・

18
日
・
19
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
、
16
人
の
議
員
が
44
項

目
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、各
議
員
の
主
な
質

問
の
一
部
と
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
見
解
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
八
潮
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会

中
継
（
録
画
）
ま
た
は
８
月

下
旬
に
更
新
予
定
の
八
潮
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
議
員
名
の
上
の
番
号
は
、

議
席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

21
番
　
朝
田
　
和
宏

Q

Q

13
番
　
鈴
木
　
貞
夫

７
番
　
荒
川
　
貴
洋

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

寿
楽
荘
は
、
高
齢
者
の
憩
い

の
場
と
し
て
今
日
ま
で
多
く
の

方
が
利
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

８
年
度
に
建
物
の
耐
用
年
数
を
迎
え

ま
す
。
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

　

寿
楽
荘
は
、
老
人
に
対
し
て

各
種
相
談
、
健
康
の
増
進
、
教

養
の
向
上
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
便
宜
を
総
合
的
に
供
与
す
る

た
め
、
老
人
福
祉
法
に
基
づ
き
設
置

し
た
施
設
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
に

は
建
物
の
耐
用
年
数
を
迎
え
ま
す
。

寿
楽
荘
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
「
八

潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
見
直
し
版
）
」
で

は
、
「
寿
楽
荘
は
耐
用
年
数
を
迎
え

る
た
め
、
将
来
需
要
を
見
据
え
機
能
、

規
模
、
場
所
を
含
め
た
施
設
の
再
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
施
設
の
再
整
備
に
つ
い

て
内
部
的
に
は
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
対
応
は
確
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
寿
楽
荘
の
再
整
備
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
現
施

設
が
有
し
て
い
る
機
能
の
利
用
状
況

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
今
後
求
め

ら
れ
る
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
介

護
予
防
に
係
る
新
た
な
機
能
も
含
め

検
討
し
ま
す
。

Q

Ａ

　

八
潮
市
八
潮
一
丁
目
か
ら
八

丁
目
ま
で
及
び
緑
町
一
丁
目
か

ら
五
丁
目
ま
で
の
街
区
表
示
板
の
付

け
替
え
時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

　

本
市
で
は
、
街
区
表
示
板

の
必
要
性
を
認
識
し
た
上
で
、

財
政
負
担
な
ど
を
十
分
勘
案
し
な
が

ら
、
計
画
的
に
街
区
表
示
板
の
付
け

替
え
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
令
和

５
年
度
に
は
中
央
地
区
の
街
区
表
示

板
の
付
け
替
え
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ご
質
問
の
「
当
該
地
区
の
街
区
表

示
板
の
付
け
替
え
時
期
」
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
付
け
替
え

時
期
を
具
体
的
に
お
伝
え
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
す
が
、
引
き
続
き

市
の
財
政
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

18
番
　
寺
原
　
一
行

　

消
滅
可
能
性
自
治
体
の
定
義

に
つ
い
て

　

　

人
口
戦
略
会
議
の
レ
ポ
ー

ト
で
は
、
自
治
体
間
の
人
口

移
動
が
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
の
人

口
（
封
鎖
人
口
）
と
、
移
動
が
続
く

と
仮
定
し
た
場
合
（
移
動
仮
定
）
に

お
け
る
若
年
女
性
人
口
減
少
率
に
よ

り
、
全
国
の
自
治
体
を
「
自
立
持
続

可
能
性
自
治
体
」
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
型
自
治
体
」
、
「
消
滅
可
能
性

自
治
体
」
、
「
そ
の
他
の
自
治
体
」

の
４
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

で
は
な
く
、
「
そ
の
他
の
自
治
体
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
生
率
の
向

上
と
い
う
自
然
減
対
策
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、
第
６
次
八
潮
市
総
合
計

画
等
の
策
定
に
あ
た
っ
て
施
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Q

６
番
　
小
倉
　
聖
彦

　

今
、
八
潮
市
で
は
「
（
仮

称
）
道
の
駅
や
し
お
」
を
作
る

計
画
が
進
み
だ
し
ま
し
た
。
私
は
よ

く
、
市
外
の
方
に
「
八
潮
市
っ
て
知

っ
て
い
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
の
で

す
が
、
多
く
の
答
え
は
「
知
ら
な

い
」
「
あ
ぁ
仕
事
で
東
京
行
く
と
き

に
通
っ
た
こ
と
あ
る
」
や
「
越
谷
や

三
郷
の
大
型
商
業
施
設
に
行
く
と
き

に
通
過
し
た
気
が
す
る
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
「
（
仮
称
）
道
の
駅
や

し
お
」
を
大
成
功
さ
せ
て
、
通
過
す

る
だ
け
で
は
な
い
、
目
的
地
に
な
る

よ
う
な
魅
力
的
な
場
所
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度

で
市
民
と
意
見
交
換
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　

今
後
、
基
本
計
画
等
の
策

定
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の

方
々
が
集
ま
る
「
八
潮
夜
市
」
や

「
や
し
お
市
民
ま
つ
り
」
等
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
数
の
増
加

傾
向
が
続
く
状
況
を
踏
ま
え
、

政
府
及
び
埼
玉
県
か
ら
新
た
な
不
登

校
対
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ら
対
策
へ
の
取
組

の
徹
底
を
初
め
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
の
一
層
の

充
実
が
必
要
か
つ
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
不
登
校
の
早
期

発
見
と
初
期
段
階
に
お
け
る
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
員
等
が
不
登
校
の
予
兆

を
い
ち
早
く
見
つ
け
、
迅
速

か
つ
丁
寧
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

「
不
登
校
対
策
の
手
引
き
」
を
活
用

し
、
「
不
登
校
の
予
兆
を
見
逃
さ
な

い
た
め
の
視
点
」
や
「
行
動
観
察
の

ポ
イ
ン
ト
」
「
児
童
生
徒
が
休
み
が

ち
な
時
期
や
気
に
か
け
て
お
き
た
い

児
童
生
徒
の
状
況
」
「
初
期
段
階
に

お
け
る
対
応
」
を
、
市
内
全
小
中
学

校
で
共
通
理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た

本
市
で
は
、
毎
月
、
長
期
欠
席
を
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
把
握
を
行
い
、

学
校
と
教
育
委
員
会
で
連
携
し
な
が

ら
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
早
期
発
見

と
早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q

Ａ

Ａ

通
過
す
る
だ
け
で
は
な
い

「（
仮
称
）道
の
駅
や
し
お
」に
つ
い
て

消
滅
可
能
性
自
治
体
に
つ
い
て

Ａ

Ａ

八潮市

○
○
町
二
丁
目

令和6年（２０24年）8月
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